
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月 11日の福島原発事故は、未だに事故収束に程遠い状態です。メルトダウンした核燃料は冷

やし続けるしかなく、他方ではそのために高濃度に汚染された水の処理に手を焼いています。 

 福島の子どもたちは一般成人の被ばく限度を大きく上回る被ばくを強要され、親たちをはじめ

多くの人から不安と批判の声が上がっています。

下請け労働者の被ばくも深刻です。 

 チェルノブイリ事故を追い続けてきたフォト

ジャーナリストの広河隆一さんは、この春 25

年後のチェルノブイリを取材されました。さら

に福島原発事故後、現場に入ってすさまじい放

射線の中で取材も行われています。 

前回の写真展ではチェルノブイリ事故後比較

的初期の写真展でしたが、今回は第２弾として、

これら広河さんの最新の写真も含めて展示を行

います。 

また、同時に美浜の会で作成した福島原発事故による汚染や被ばくについてのパネル展示も行

います。これらを通じて、私たちの現在とこれからについて一緒に考えていきませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：美浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会（美浜の会）  

    大阪市北区西天満 4-3-3 星光ビル３階  

TEL：06-6367-6580 FAX：06-6367-6581  E-mail：mihama@jca.apc.org 

●６月４日（土） 12：00～18：00 

●６月５日（日） 10：00～15：00 

場所：総合生涯学習センター ギャラリーＡ

大阪市北区梅田 1-2-2-500  

大阪駅前第２ビル 5 階 

 

＊１日数回、ミニ学習会を予定しています。

 


